
令和２年度一般会計当初予算P2

議会だより

3月定例会号

2020
No.129

お
も
な
内
容

くらて

P8 知りたいこと望むこと～ 5 人が一般質問～

P14 第１回臨時会

P15 総務文教委員会所管事務調査
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令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か

ら
19
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
令
和

２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
を
は
じ
め
各

特
別
会
計
等
当
初
予
算
９
件
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
等
補

正
予
算
７
件
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
10
件
、
そ
の
他
の

議
案
２
件
の
計
28
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

定例会
月3

対前年度比　３億７２１３万円（４．７％）増額

総務費
庁舎管理や地域振興などに
10億8736万円（13.2％）

民生費
高齢者、障がい者、児童福
祉などの支援に
30 億 2607 万円（36.9%）

衛生費
健康増進、疾病予防、環
境保全、清掃などに
8億4310万円（10.3%）

農林水産業費
農業の振興に
1億 9285 万円（2.4%）

土木費
道路の整備に
7億8753万円（9.6%）

消防費
消防、水防、災害対策に
3億 2701 万円（4.0%）

教育費
小・中学校、幼稚園、文化・
スポーツ振興に
8億3819万円（10.2%）

公債費
借入金の返済に
9億5513万円（11.6％）

その他
1億4983万円（1.8％）

歳 出
82 億

０７０７万円
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８２億０７０７万円

単位：万円
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令和 2 年度予算 !
町税
町民の皆さんから納められ
るお金
18億6533万円（22.7％）

使用料及び手数料
施設使用料や各種証明発
行手数料など
1億5583万円（1.9％）

諸収入
1億6417万円（2.0％）

その他
6億3951万円（7.8％）

地方交付税
自治体間の格差をなくすため
国から町に交付されるお金
23 億 9000 万円（29.1％）

町債
国や銀行から借りるお金
11億2970万円（13.8％）

国庫支出金
国から交付されるお金
8億0344万円（9.8％）

県支出金
県から交付されるお金
5億6908万円（6.9％）

その他
4億9002万円（6.0％）

自
主

財

源

依

存

源

財
歳 入
82 億

０７０７万円

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
　会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
　尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますのでご了承ください。

※数字は四捨五入しているため、必ず
しも合計と一致するとは限りません。

●自主財源　28億 2483 万円（34.4％）
　町が自主的に集めることが出来るお金
●依存財源　53億 8223 万円（65.6％）
　国や県から交付されるお金や借金など

単位：万円

※１ 水道水をつくり、各家庭に届けるために必要な経費とその財源　※２ 水道施設の新設、改良をするために必要な経費とその財源

※１

※２



令和２年４月３０日発行　鞍手町議会だより　No.129令和２年４月３０日発行　鞍手町議会だより　No.129 4

 今年の予算を
ピックアップ

新庁舎、防災センター、
複合化施設の建設に要
する費用です。令和２
年度は庁舎等建設に係
る基本設計を策定し、
年度末までに実施設計
に着手する予定です。

６９０３万円

庁舎等建設費拡充

公立保育所改修事業

町立保育所の統合先と
なる古月保育所の大規
模 改 修 ( 通 路、 外 壁、
調理室、トイレ等 ) に
要する費用です。令和
２年度は施設改修に係
る工事を予定していま
す。

拡充

３億４０００万円

新規 小・中学校ネットワーク
システム構築事業

国のＧＩＧＡスクール構想
（児童・生徒１人１台端末
および高速大容量通信ネッ
トワークの一体的な整備
等）を実現するための費用
です。事業の内容は小・中
学校の校内ＬＡＮの整備に
要する費用です。

１億 0 １６０万円

新規

小
学
校
施
設
整
備
促
進
事
業

指
定
避
難
所
で
あ
る
剣
北
小

学
校
と
室
木
小
学
校
の
屋
外

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

８２０万円

拡充 くらて病院移転地
　　周辺道路改良事業

くらて病院の移転地周
辺の道路改良工事に要
する費用です。くらて
病院の移転建替完成予
定時期の令和２年度末
に合わせて周辺道路を
整備します。

１億 0514 万円

危
険
空
家
対
策
事
業

老
朽
化
し
た
危
険
家
屋
等
の
解

体
等
に
要
す
る
費
用
の
２
分
の

１(

上
限
50
万
円)
の
補
助
金

交
付
の
ほ
か
所
有
者
不
明
の
特

定
空
家
の
解
体
撤
去(
略
式
代

執
行)

に
係
る
工
事
費
で
す
。

４００万円 拡充
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日
本
共
産
党
を
代
表
し
て

反
対
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
安
倍
政
権
の
新
年
度
予
算

は
消
費
税
増
税
で
打
撃
を
受

け
て
い
る
国
民
の
暮
ら
し
や

営
業
に
は
目
も
く
れ
ず
、
大

企
業
優
遇
と
大
軍
拡
を
推
し

進
め
る
最
悪
の
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
全
世
代

型
社
会
保
障
と
言
い
な
が
ら

社
会
保
障
の
自
然
増
を
抑
制

し
、
高
齢
者
向
け
社
会
保
障

予
算
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

年
金
を
削
り
続
け
る
政
策
や

介
護
保
険
の
給
付
も
削
る
。

ま
さ
に
全
世
代
に
負
担
を
強

い
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
二
つ
目
の
経
済
対
策
で

は
消
費
税
増
税
の
批
判
を
か

わ
す
た
め
、
臨
時
特
別
の
措

置
で
ポ
イ
ン
ト
還
元
や
マ※

イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
ば
ら
ま

き
的
な
予
算
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
財
政
健
全
化
目
標
も

達
成
し
そ
う
に
な
く
、
消
費

税
頼
み
で
は
財
政
健
全
化
は

で
き
な
い
こ
と
が
ま
た
も
や

立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鞍
手
町
の
新
年
度
予
算
案

は
基
本
的
に
政
府
の
予
算
案

に
追
随
す
る
も
の
で
す
。
そ

う
し
た
中
、
危
険
空
家
対
策

事
業
や
待
機
児
童
を
解
消
す

る
た
め
の
関
連
予
算
、
く
ら

て
病
院
移
転
に
伴
う
周
辺
道

路
の
改
良
事
業
、
剣
北
小
、

室
木
小
の
屋
外
ト
イ
レ
洋
式

化
な
ど
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
や
介
護
保
険

料
、
年
金
も
切
り
下
げ
ら
れ

る
中
で
の
消
費
税
増
税
で
町

民
の
暮
ら
し
も
営
業
も
大
変

で
す
。
国
保
の
均
等
割
を
な

く
し
、
町
独
自
の
介
護
の
減

免
制
度
な
ど
で
低
所
得
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で

す
。
さ
ら
に
は
ゴ
ミ
袋
料
金

の
値
下
げ
、
高
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
町

民
生
活
と
子
育
て
、
中
小
業

者
を
応
援
す
る
予
算
に
組
み

替
え
る
こ
と
を
求
め
て
反
対

討
論
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
宇
田
川　
亮

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

利
用
し
た
消
費
者
に
対
し
て

国
か
ら
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン

ト
で
、
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
キ
ー
ID

が
必
要
で
す
。

　
町
長
の
議
員
か
ら
の
質
問

等
に
対
す
る
答
弁
は
不
明
瞭

で
不
明
確
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
の
町
長
の
議
会
に
対
す

る
姿
勢
は
、
議
会
を
軽
視
し

て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
長
の
今
後
の
町
政
運
営

に
関
す
る
施
政
方
針
で
は
、

町
長
が
思
い
抱
く
街
づ
く
り

へ
の
姿
勢
は
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
や
っ
と
進
み
出
し
た
庁
舎

等
建
設
に
は
、
関
係
職
員
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
何
等

の
横
や
り
が
入
る
こ
と
な

く
、
順
調
に
推
移
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　
一
方
、
令
和
２
年
度
一
般

会
計
の
内
容
は
、
進
み
だ
し

た
庁
舎
等
建
設
に
関
連
す
る

予
算
や
、
町
民
や
利
用
者
に

不
便
な
思
い
を
強
い
て
い
る

中
央
公
民
館
大
規
模
改
修
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
事
業
予
算
は

目
を
引
く
新
規
事
業
は
な

く
、
例
年
と
大
差
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
民
は

例
年
通
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
も

の
と
思
料
し
ま
す
。

　
各
種
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
担
当
職
員
は
一
部
の
住

民
が
利
益
を
得
る
こ
と
と
な

ら
な
い
よ
う
、
住
民
間
に
不

公
正
が
生
じ
な
い
よ
う
に
予

算
執
行
し
て
頂
け
る
こ
と
と

信
じ
、賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
田
中
二
三
輝

　
本
議
案
は
、
庁
舎
等
建
設

に
伴
う
設
計
者
の
選
考
及
び

本
体
建
築
工
事
に
係
る
競
争

入
札
指
名
者
の
選
考
を
厳
正

か
つ
公
平
に
行
う
た
め
の
委

員
会
を
設
置
す
る
た
め
の
改

正
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
し
、
必
要
性
も
感
じ
て
い

る
が
、
委
員
の
構
成
内
容
に

教
育
関
係
及
び
福
祉
関
係
の

大
学
教
授
等
を
含
む
こ
と
に

関
し
、
町
執
行
部
の
説
明
は

納
得
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
委
員
の
必
要
性

を
町
執
行
部
か
ら
感
じ
取
る

こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
田
中
二
三
輝

　
表
題
が
現
行
の
「
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
か
ら
「
部

落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
に
改
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
総
務
省
地
域
改
善
対

策
室
の
文
書
に
は
「
こ
れ
ま

で
の
膨
大
な
事
業
の
実
施
に

よ
っ
て
同
和
地
区
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
」
と

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
行
に

は
特
記
さ
れ
て
い
る
「
男
女

差
別
、
学
校
現
場
で
の
い
じ

め
や
体
罰
等
」
と
言
う
現
在

の
政
治
課
題
も
改
正
案
で
は

抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。
現
在

の
課
題
を
反
映
し
、
町
民
の

心
に
響
く
条
例
に
再
度
検
討

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

反
対
討
論
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
西
藤　
典
子

　

私
た
ち
は
母
親
か
ら
オ

ギ
ャ
ー
と
生
ま
れ
落
ち
た
時

か
ら
人
と
し
て
す
べ
て
が
平

等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
が
私
の
持
論
で
す
。

　
日
本
国
憲
法
は
そ
の
基
本

的
人
権
を
す
べ
て
の
人
に
等

し
く
保
証
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

さ
ら
に
世
界
で
も
有
数
の
先

進
国
と
し
て
国
際
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
わ
が
日
本
国
内

に
お
い
て
地
域
差
別
や
身
体

ま
た
は
人
権
的
な
差
別
及
び

思
想
的
差
別
が
い
ま
だ
に
根

強
く
残
っ
て
い
る
の
を
鑑
み

て
施
行
さ
れ
た
根
拠
法
の
主

旨
を
重
要
視
す
る
と
と
も
に

本
町
か
ら
あ
ら
ゆ
る
差
別
等

の
解
消
を
強
く
望
み
ま
す
。

以
上
を
賛
成
の
理
由
と
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
須
山
由
紀
生

討　
　

論

賛
成
討
論

反
対
討
論

令
和
２
年
度

一
般
会
計
予
算

附
属
機
関
設
置

条
例
の
一
部
改
正

反
対
討
論

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃

と
人
権
擁
護
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

賛
成
討
論

反
対
討
論
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本
町
今
村
線
の
北
九
鞍
手
夢
大
橋
へ
の
取
り
付
け
工
事
が

３
月
27
日
に
竣
工
し
開
通
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
供
用

し
て
い
た
遠
賀
川
堤
防
へ
の
取
付
道
路
か
ら
終
点
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
感
染
症
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
、
２
月
６
日

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お

き
ま
し
て
町
民
の
皆
様
へ
の

注
意
喚
起
と
情
報
提
供
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
や
そ
の
他
公

共
施
設
に
は
、
手
指
消
毒
薬

を
設
置
す
る
対
応
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

２
月
20
日
に
福
岡
県
内

で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

と
い
う
報
道
を
受
け
、
同
日

付
け
で
「
鞍
手
町
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
感
染
症
拡

大
防
止
に
つ
い
て
対
応
を
協

議
し
て
お
り
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
２
月
、
３
月
の
町
主
催
行

事
に
つ
い
て
は
、
原
則
中
止

又
は
延
期
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
、
２
月
26
日
か
ら
、
町

民
の
方
々
に
対
し
更
な
る
周

知
を
行
う
た
め
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
お
い
て
、
日
常
生

活
で
気
を
付
け
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
や
感
染
が
疑
わ
れ

る
症
状
、
そ
の
際
の
連
絡
先

や
相
談
窓
口
な
ど
を
記
載
し

た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
全
世

帯
へ
の
配
布
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
町
教
育
委
員
会

と
協
議
の
上
、
３
月
４
日
か

ら
３
月
23
日
ま
で
の
通
常
の

授
業
に
つ
い
て
は
臨
時
休
校

と
す
る
対
応
を
取
っ
て
お
り

ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
の
感
染

症
対
策
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
、
平
日
休
日

夜
間
を
問
わ
ず
対
応
可
能
な

体
制
を
整
え
て
お
り
、
今
後

も
国
及
び
県
な
ど
か
ら
提
供

さ
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
本

町
の
実
情
に
応
じ
た
最
適
な

対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

古ふ
る
の野　

明あ
き
ひ
ろ裕

氏(

小
牧
）

白し
ら
い
し石　

實み

え枝
氏(

新
北
）

野の
が
み上　

忠た
だ
よ
し良

氏(

中
山
）

中な
か
に
し西　

憲け
ん
じ治

氏(

中
山
）

西に
し
は
ら𠩤　

邦く
に
え江

氏(

新
延
）

櫻さ
く
ら
い井　

輝て
る
よ代

氏(

新
北
）

香か
つ
き月　

宏こ
う
い
ち一

氏(

木
月
）

長な
が
と
も友　

浩こ
う
い
ち一

氏(

中
山
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
を
選
任

（
委　
員
）

（
補
充
員
）

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
任
期
が
３
月
31
日
で
満

了
す
る
た
め
、
選
挙
（
指
名
推
薦
）
を
行
い
、
次
の
方
々

を
選
任
し
ま
し
た
。

　
　
任
期　
令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員 

菊
池
愛
子
氏
の
任
期
が
令
和
２
年
６
月
30

日
付
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
任
と
し
て
石
松
一
葉

氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

石
いし
松
まつ
一
か ず よ
葉 氏

令和２年７月１日
～

令和５年６月３０日

政

報

告

行

■
町
道
路
線
の
変
更

鞍
手
駅

中山信号
小牧信号

新

旧

北
九
鞍
手
夢
大
橋
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添
田　
政
勝

野
口
美
恵
子

田
中
二
三
輝

宇
田
川　
亮

新
谷　
留
晴

篠
原　
哲
哉

有
働　
徳
仁

栗
田　
美
和

許
斐　
英
幸

西
藤　
典
子

的
野　
信
之

須
山
由
紀
生

議決
結果

公用自動車購入基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

附属機関設置条例の一部改正 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

印鑑条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
一般職の職員の服務の宣誓に関する条例の一部
改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例の
一部改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

消防団の設置等に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和元年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和元年度流域関連公共下水道事業特別会計補
正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和元年度かんがい施設維持管理運営費特別会
計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和元年度地方独立行政法人くらて病院貸付金
等特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和元年度水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度一般会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

令和２年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

令和２年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

令和２年度住宅新築資金等特別会計予算 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
令和２年度流域関連公共下水道事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和２年度かんがい施設維持管理運営費特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和２年度谷山池パイプライン水利施設維持管
理運営費特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和２年度地方独立行政法人くらて病院貸付金
等特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公民館大規模改修事業　鞍手町中央公民館外壁
等改修工事請負契約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

町道路線の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和２年第２回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
議長は裁決には加わりません。○は賛成、●は反対を表しています
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知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

5 人が
一般質問

３．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・・11

・「予算科目」の適正な執行について

・�意思決定の場への女性の参画について

４．添
そ え だ

田 政
まさ か つ

勝　議員・・・・・・・・・・・12

・県土木事業等の町全体への周知を

・防災対策について

・害獣駆除対策について

１．野
の ぐ ち

口美
み え こ

恵子　議員・・・・・・・・・・・９

５．西
さい と う

藤 典
の り こ

子　議員・・・・・・・・・・・13

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点に
ついて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

・�職業分野における女性活躍について

・子ども医療費無料化の拡充を

２．田
た な か

中二
ふ み き

三輝　議員・・・・・・・・・・・10

・「新型コロナウイルス感染症」に対する対応について
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あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
３
次
鞍
手
町
男
女

共
同
参
画
推
進
基
本

計
画
が
あ
る
が
、
具
体
的
な

考
え
は
。

住
民
や
事
業

所
、
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
鞍
手
町
に
適
し
た
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た

い
、
ま
た
家
庭
に
お
い
て
は

女
性
に
限
ら
ず
男
性
も
育
児

休
暇
、
介
護
休
暇
を
取
り
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
行
う
こ

と
や
、
町
民
や
各
事
業
者
に

対
し
て
制
度
普
及
の
啓
発
等

を
行
う
こ
と
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

て
頂
け
る
よ
う
、
防
災
訓
練

等
を
通
し
て
自
主
防
災
組
織

に
対
し
助
言
や
指
導
等
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
短
期
的
な
場
合
に
つ

き
ま
し
て
は
職
員
で
対
応
が

で
き
ま
す
。
職
員
の
中
に
当

然
の
こ
と
な
が
ら
女
性
職
員

も
お
り
ま
す
の
で
、
当
初
に

つ
い
て
は
女
性
職
員
の
配
置

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
の
件
に
つ
い

女
性
が
地
域
に
参
画

し
て
行
く
こ
と
は
、

多
様
な
視
点
を
反
映
し
た
よ

り
良
い
地
域
社
会
づ
く
り
に

も
つ
な
が
る
。
過
去
11
年
間
、

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
は
、
毎
年
講
演
会
や
視
察

研
修
な
ど
を
通
じ
、
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
て
き
た
。

ま
た
、
今
後
も
活
動
を
続
け

る
が
、
町
長
は
そ
う
し
た
力

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
、

防
災
対
策
避
難
所
運

営
に
対
し
て
内
閣
の

取
り
組
み
指
針
に
は
、「
主

体
的
担
い
手
と
し
て
女
性
を

位
置
づ
け
る
」
と
あ
る
が
、

鞍
手
町
で
は
女
性
の
配
置

は
。

避
難
所
、
特
に

女
性
が
快
適
に

過
ご
せ
る
避
難
所
と
す
る
た

め
に
は
女
性
の
役
割
が
重
要

で
す
。
大
規
模
災
害
時
に
お

い
て
多
く
の
女
性
に
活
躍
し

問

問

町 

長

野口美恵子 議員

問
　

防
災
の
日
を
設
け
て

　
　
　
年
１
回
防
災
訓
練
を
行
う
考
え
は
？

「
実
態
を
明
ら
か
に
し
対
応
を
検
討
し
ま
す
。」

町
長

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

私
も
男
女
共
同

参
画
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
人
口
が
減
少
す
る
中
で
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
に
は
、
男
女
が
共
に
意
思

決
定
に
参
画
し
て
い
く
こ
と

や
、
性
別
や
年
齢
、
職
業
な

ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

様
々
な
世
代
が
地
域
活
動
に

も
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
で

て
、
予
定
は
。ご

承
知
の
と
お

り
役
場
庁
舎
等

の
移
転
時
期
に
遅
れ
が
生
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
の

移
転
予
定
で
あ
る
令
和
５
年

５
月
に
合
わ
せ
て
更
新
す
る

予
定
で
す
。

町 

長

意
思
決
定
の
場
へ
の

女
性
の
参
画
に
つ
い
て

問

町 

長

問町 

長

そ
の
他
、
職
業
分
野
に
お

け
る
女
性
活
躍
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▲新型コロナウィルス感染症対策のためマスクを着用しています。

▲防災トイレを体験する野口議員
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町
が
管
理
す
る
施
設

等
の
中
に
区
が
所
有
、

又
は
区
が
管
理
し
て
い
る
土

地
が
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

不
法
投
棄
の
処

理
に
お
い
て
、

一
度
そ
う
い
う
所
を
処
理
す

る
と
、
今
後
ず
っ
と
同
じ
事

例
の
場
合
は
処
理
し
な
い
と

い
け
な
い
だ
と
か
、
あ
る
意

味
、
町
の
都
合
に
よ
っ
て
今

ま
で
は
処
理
を
し
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

私
が
町
長
に
な
っ
た
中

で
、
今
ま
で
の
行
政
主
体
か

ら
住
民
主
体
と
な
っ
た
判
断

で
、
住
民
と
共
に
一
緒
に
歩

ん
で
い
く
中
で
、
こ
の
不
法

投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
、
そ
こ

の
地
域
の
環
境
美
化
を
阻
害

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
は

美
化
条
例
第
１
条
の
目
的
の

中
に
あ
る
、
町
と
住
民
が
一

体
と
な
り
環
境
美
化
に
努
め

る
と
の
こ
と
か
ら
、
私
は
不

法
に
投
棄
さ
れ
た
一
般
廃
棄

物
に
つ
い
て
処
理
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

町
民
間
の
不
公
平
を

無
く
す
た
め
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

仮
に
、
曖
昧
な
基
準
、
判
断

で
あ
る
場
合
は
恣
意
的
な
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
明
確
な
基
準
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

私
は
、
は
っ
き

り
と
美
化
条
例

の
中
で
支
出
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

が
曖
昧
だ
と
ご
指
摘
を
受
け

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
、

は
っ
き
り
と
す
る
条
例
の
制

定
が
必
要
で
あ
る
と
答
弁
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
要
望
が

他
の
区
か
ら
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
担
当
課

は
従
来
か
ら
の
廃
棄
物
に
関

す
る
民
有
地
等
の
取
り
扱
い

の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
対
応
を

し
て
い
る
。

　
こ
の
担
当
課
の
対
応
と
い

う
の
は
町
の
責
務
を
定
め
た

条
例
に
違
背
し
、
或
い
は
町

長
の
責
務
を
果
た
せ
な
い

「
不
作
為
に
よ
る
違
反
」
と

考
え
ら
れ
る
。

　
鞍
手
町
は
平
成
12
年
に
こ

の
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
町
長
の
意
見
が
正
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
長
年
に
わ

た
っ
て
町
民
に
対
し
て
、
条

例
を
無
視
し
て
事
業
を
行
っ

て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
て
い
い
の
か
。

私
は
一
切
そ
の

よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
職
員

な
り
に
そ
の
場
で
住
民
か
ら

の
要
望
を
聞
き
対
処
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

議
員
が
ご
指
摘
の
よ
う
な
こ

と
は
一
切
な
い
と
思
い
ま

す
。

予
算
の
意
義
と
は
、

広
く
客
観
的
に
住
民

全
体
の
立
場
に
立
っ
て
公
平

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
住
民
全
体
の
福
祉
を
念

頭
に
お
い
て
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
一
部
の
住
民
の
利
益

の
た
め
に
公
使
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る

金
額
の
中
に
町
長
の
自
由
裁

量
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
る
金

額
、
許
容
額
と
い
っ
た
も
の

は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
解
釈

を
し
て
い
る
が
間
違
い
な
い

か
。

議
員
の
お
っ
し

ゃ
る
と
お
り
で

す
。

問
町長 「おっしゃるとおりです」

町長の自由裁量の予算支出は
　　　　　　ないと解釈するが？

田中二三輝 議員

問

町 

長
問

町 

長

問町 

長
問

町 

長

▲民有地に不法投棄されたゴミ（写真はイメージ）
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医
療
費
無
料
化
を
高

校
卒
業
ま
で
拡
充
し

た
場
合
、
町
の
負
担
は
ど
の

位
増
え
る
の
か
。

 

高
校
生

世
代
ま

で
拡
充
し
た
場
合
の
町
の
負

担
額
は
、
約
７
９
６
万
円
の

増
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

県
は
、
昨
年
の
12
月

議
会
で
、
２
０
２
１

年
度
か
ら
医
療
費
助
成
制
度

を
入
院
、
通
院
と
も
小
学
校

卒
業
ま
で
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
充
す
る
と
表
明

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
町

の
負
担
軽
減
分
は
。県

が
中

学
生
ま

で
医
療
費
無
料
化
を
拡
充

し
た
場
合
、
町
の
負
担
軽
減

額
は
約
１
９
３
万
円
で
す
。

約
２
０
０
万
円
程
度

の
軽
減
が
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
是
非
と

も
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無

料
化
を
拡
充
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

県
が
２
０
２
１

年
度
よ
り
中
学

校
卒
業
ま
で
医
療
費
を
無
料

に
す
る
。
こ
の
町
負
担
軽
減

分
の
１
９
３
万
円
は
貴
重
な

財
源
で
す
。
こ
の
財
源
も
含

め
て
更
な
る
子
育
て
支
援
や

定
住
化
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
の
土
木
事
業
等
、

特
に
道
路
工
事
等
に

つ
い
て
、
町
と
し
て
の
住
民

へ
の
周
知
は
。

福
岡
県
が
町

内
で
行
う
土

木
事
業
は
、
事
前
に
区
長
を

通
し
て
地
域
住
民
の
方
に
回

覧
等
で
工
事
個
所
や
工
事
内

容
、
工
事
期
間
な
ど
を
周
知

し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
町
民
の
関
心
が

高
い
工
事
な
ど
、
必
要
に
応

じ
て
町
全
体
に
情
報
発
信
を

考
え
て
行
き
ま
す
。

町
か
ら
の
一
方
的
な

周
知
だ
け
で
な
く
、

要
望
等
を
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

計
画
段
階
で

皆
さ
ん
の
意

見
を
で
き
る
限
り
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
問
題
や
、
軽
微

な
内
容
変
更
な
ど
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
県
土
木
か

町
の
建
設
課
で
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問町
長

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を

　
「
更
な
る
子
育
て
支
援
を
考
え
ま
す
」

宇田川　亮 議員

問保
険
健
康
課
長

問

保
険
健
康
課
長

問

町 

長

　
県
が
行
う

　
　
土
木
事
業
の
周
知
は

建
設
課
長

問建
設
課
長

問

▲こどもの健康の向上と福祉の増進を図る
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町
長
が
以
前
、
議
員

と
し
て
害
獣
被
害
対

策
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し

た
時
の
主
旨
は
。

当
時
、
害
獣
、

鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
に
つ
い
て
農
業

者
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
町
の
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
町
長
に
な

ら
れ
て
か
ら
状
況
が

改
善
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に

感
じ
て
い
る
か
。

捕
獲
頭
数
は

年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
依
然

と
し
て
農
作
物
に
対
す
る
有

害
鳥
獣
被
害
は
続
い
て
お

り
、
鞍
手
町
の
状
況
は
改
善

さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
状

況
は
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
。

イ
ノ
シ

シ
の
平

成
30
年
度
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
は
、
水
稲
で
被
害
面
積

98
ア
ー
ル
、
被
害
量
に
つ
き

ま
し
て
は
、
４
５
８
１
㎏
、

被
害
額
に
つ
き
ま
し
て
は

１
０
３
万
５
千
円
。
ま
た
ブ

ド
ウ
で
申
し
ま
す
と
、
被
害

面
積
は
75
ア
ー
ル
、
被
害
量

に
つ
き
ま
し
て
は
７
５
２
２

㎏
、
被
害
金
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
５
３
０
万
３
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

行
政
の
対
応
は
旧
態

依
然
の
ま
ま
だ
と
い

う
ふ
う
に
感
じ
る
が
。

 

令
和
２
年
度
か

ら
は
捕
獲
従
事

者
に
お
い
て
処
分
困
難
な
イ

ノ
シ
シ
の
処
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
で
対
応
で
き
る
よ

う
予
算
計
上
を
し
て
お
り
ま

す
。

国
の
補
助
以
外
で
鞍

手
町
単
独
で
の
対
策

と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

イ
ノ
シ
シ
の
被

害
を
抜
本
的
に

対
策
す
る
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

　
ど
の
よ
う
に
し
て
駆
除
な

り
防
除
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
な
か
な
か
妙
案
が
な
い
と

い
う
の
も
現
実
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
農
業
従
事
者
の

方
、
ま
た
猟
友
会
の
方
達
と

ど
う
い
っ
た
方
策
が
一
番
有

効
な
も
の
な
の
か
も
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

害
獣
駆
除
対
策
は
周

辺
自
治
体
と
の
関
連

強
化
に
よ
る
対
策
も
必
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
強
化
対

策
は
あ
る
か
。今

後
は
、
広
域

捕
獲
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
少

し
で
も
被
害
が
軽
減
出
来
る

よ
う
、
駆
除
と
防
除
の
両
面

し
か
今
の
と
こ
ろ
策
と
し
て

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

両
面
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問
町長

有害鳥獣被害に対する
　　　　今後の強化対策は？

「駆除と防除の両面しか
　　今のところ策はありません」

問

添田　政勝 議員

問

農
政
環
境
課
長

町 

長
町 

長

問問

町 

長
問町 

長

問町 

長

▲シカ、イノシシ被害の増加が顕著となっている。
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突
然
の
臨
時
休
校
中

の
子
ど
も
達
の
状
況

は
。

や
は
り
１
日

目
は
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
が
２
日
目

以
降
は
大
変
退
屈
し
て
、
外

に
も
出
ら
れ
な
い
状
況
な
の

で
困
っ
て
い
る
と
い
う
ご
連

絡
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
に
は
、
保
護
者
が
お
ら

れ
な
い
状
況
の
中
で
の
家
庭

訪
問
と
言
う
こ
と
で
、
ご
心

配
や
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て

い
る
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

突
然
の
臨
時
休
校
の

受
け
皿
と
な
っ
た
、

学
童
保
育
の
開
所
状
況
は
。

町
内
の

４
か
所

の
学
童
保
育
に
は
、
57
人
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
、

周
辺
の
医
療
機
関
・
保
健
所

の
体
制
は
。

福
岡
県

内
の
感

染
症
の
指
定
医
療
機
関
は
12

病
院
あ
り
ま
す
。
保
健
所
は

19
か
所
設
置
さ
れ
て
お
り
、

鞍
手
町
の
管
轄
保
健
所
は
、

飯
塚
市
の
嘉
穂
・
鞍
手
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
で
す
。

問

西藤　典子 議員

問町
長 　

学
童
保
育
で
の

　
子
ど
も
達
の
感
染
防
止
は
可
能
か
？

　
「
感
染
防
止
に
配
慮
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
い
ま
す
」

町
内
で
の
感
染
防
止

の
た
め
に
も
、
国
保

の
資
格
証
明
書
の
方
へ
、
短

期
保
険
証
の
交
付
は
で
き
な

い
も
の
か
。

資
格
証
明
書
を

３
月
分
よ
り
被

保
険
者
証
と
見
な
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
制

度
に
基
づ
い
て
運
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

36
人
、
36
人
、
53
人
の
児
童

が
通
っ
て
お
り
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
午
前

８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

午
前
７
時
半
か
ら
午
後
６
時

ま
で
の
開
所
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。非

常
に
長
時
間
の
開

所
だ
が
、
最
も
感
染

し
や
す
い
の
は
、
ど
う
い
う

状
態
の
時
か
。

一
所
に

児
童
同

士
が
密
着
し
た
り
、
換
気
を

行
わ
ず
に
そ
の
場
に
留
ま
る

よ
う
な
状
態
が
、
感
染
の
リ

ス
ク
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
い
う
中
で
長
時

間
子
ど
も
達
を
預
か

る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
感
染

症
に
対
し
て
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、検
討
さ
れ
た
の
か
。

３
月
２

日
付
の

文
部
科
学
省
等
の
通
知
を
配

信
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
対
応
を
見
直

す
こ
と
は
出
来
な
い

も
の
か
。

直
ち
に

見
直
す

と
い
う
状
況
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

有
る
は
ず
の
給
食
が

突
然
無
く
な
っ
た
。

悲
し
い
思
い
を
し
た
お
子

さ
ん
も
い
た
と
思
う
。
出
来

る
こ
と
な
ら
、設
備
も
よ
く
、

先
生
方
や
養
護
教
諭
も
お
ら

れ
る
学
校
で
午
前
中
を
過
ご

し
、
給
食
も
食
べ
て
体
力
を

つ
け
、
午
後
を
学
童
保
育
と

言
う
見
直
し
を
お
願
い
し
た

い
が
、
３
月
分
の
給
食
費
は

ど
う
な
る
の
か
。

１
か
月
分
は

全
て
児
童
生

徒
の
方
に
お
返
し
す
る
手
続

き
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

保
険
健
康
課
長

問町 

長

問教
育
長

問福
祉
人
権
課
長

問福
祉
人
権
課
長

問福
祉
人
権
課
長

問福
祉
人
権
課
長

問

教
育
課
長

▲『出典：首相官邸 HPより』
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都
市
再
生
特
別
措
置
法
に

定
め
る
立
地
適
正
化
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
新
た

に
鞍
手
町
都
市
再
生
協
議
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

立
地
適
正
化
計
画
は
、
急

激
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
展
し
て
い
く
中
で
住
宅
や

公
共
施
設
、
医
療
施
設
な
ど

の
都
市
機
能
増
進
施
設
を
一

定
の
範
囲
内
に
収
め
、
立
地

の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
策
定
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
で
有
利
な

財
政
措
置
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
本
町
で
進

め
ら
れ
る
庁
舎
等
建
設
事
業

の
事
業
費
に
も
有
利
と
な
る

こ
と
か
ら
も
新
た
な
協
議
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

協
議
会
の
期
間
は
ど

の
よ
う
に
想
定
を
し

て
い
る
の
か
。

化
を
確
保
で
き
る
た
め
導
入

す
る
も
の
で
す
。

業
務
委
託
先
の
選
定

は
。

Ｃ
Ｍ
方
式
を

専
門
と
し
て

い
る
業
者
を
プ※

2

ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
制
定
し
ま
す
。

※
Ｃ
Ｍ
方
式
と
は

　
発
注
者
の
補
助
者
・
代
行

者
が
技
術
的
な
中
立
性
を
保

ち
つ
つ
、
発
注
者
の
側
に
立

っ
て
設
計
な
ど
の
各
段
階
に

お
い
て
各
種
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行

う
方
式
で
す
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
主

に
業
務
の
委
託
先
や
建
築
物

の
設
計
者
を
選
定
す
る
際

に
、
複
数
の
者
に
目
的
物
に

対
す
る
企
画
を
提
案
し
て
も

ら
い
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た

提
案
を
行
っ
た
者
を
選
定
す

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
庁
舎

等
建
設
事
業
に
伴
う
関
連
予

算
の
う
ち
、
設
計
お
よ
び
施

工
段
階
に
お
け
る
発
注
方
式

の
検
討
や
工
程
管
理
、
コ
ス

ト
管
理
な
ど
の
技
術
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
業
務
を
補
完
す
る
た

め
の
庁
舎
等
建
設
発
注
支
援

業
務
委
託
料
お
よ
び
建
設
地

の
遺
跡
試
掘
調
査
に
伴
う
樹

木
伐
採
等
委
託
料
な
ど
の
予

算
を
追
加
す
る
ほ
か
、
立
地

適
正
化
計
画
に
伴
う
関
連
予

算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

庁
舎
等
建
設
費
の
業

務
委
託
の
内
容
は
。

庁
舎
等
発
注

支
援
業
務
を

Ｃ※
１

Ｍ
方
式
に
よ
り
行
い
ま

す
。
今
回
、
庁
舎
の
建
設
な

ど
大
規
模
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
が
、
タ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
人
員
不
足
を
補
う
た

め
、
Ｃ
Ｍ
方
式
を
導
入
し
技

術
力
の
補
完
、
強
化
が
図
ら

れ
、
施
工
の
円
滑
化
や
効
率

立
地
適

正
化
計

画
を
作
る
ま
で
が
目
安
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
事
業

評
価
な
ど
で
２
年
間
の
任
期

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

有
利
な
財
政
措
置
と

は
ど
の
よ
う
な
措
置

で
、
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ま

れ
る
の
か
。

問

問

問

第
１
回
臨
時
会
が
令
和
２

年
２
月
７
日
に
開
催
さ

れ
、
町
長
か
ら
条
例
の
一

部
改
正
及
び
一
般
会
計
補

正
予
算
の
２
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

■
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

主
な
質
疑

地
域
推
進
課
長

庁
舎
等

建
設
基

本
計
画
で
は
、
対
象
事
業

費
の
２
分
の
１
を
補
助
対

象
と
見
込
ん
で
お
り
、
約

９
億
２
５
０
０
万
円
と
し
て

い
ま
す
。

問

政
策
推
進
課
長

■
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

総
務
課
長

▲立地適正化計画のイメージ図

総
務
課
長
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給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童

の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資

し
、
学
校
給
食
の
普
及
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

昭
和
43
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は

建
築
か
ら
51
年
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
厚
生
労
働
省
が

定
め
る
「
学
校
給
食
衛
生
管

理
の
基
準
」
や
「
大
量
調
理

施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
則
っ
た
施
設
設
備
、

食
品
の
取
扱
い
、調
理
作
業
、

衛
生
管
理
体
制
等
に
つ
い
て

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
令

和
元
年
12
月
25
日
に
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
施
設
自
体
が

手
狭
で
あ
り
各
作
業
ス
ペ
ー

ス
に
余
裕
が
な
い
た
め
、
衛

生
管
理
に
懸
念
が
あ
る
な

ど
、
現
在
の
基
準
に
沿
っ
て

い
な
い
点
が
あ
り
、
施
設
の

早
急
な
改
善
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。　

　総務文教委員会

　学校給食共同調理場（給食センター）を
　　　　　　　　　　　　　現地調査しました

給食センターの概要
・建設　　昭和４３年１２月
・面積　　４１８㎡
・給食数　１２６２食（小学校８５４食、中学校４０８食）
・人員　　 学校給食係長１名、栄養教諭１名、調理・配送

業務（ハーベスト株式会社に委託）１４名

▶施設内で説明を受ける委員

▶作業工程ごとに区分けされていない

▶作業スペースが狭い下処理室

▶調理室にはエアコンが設置されていない
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者

編
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ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

星　
　
　
正　
彦

委
員
長

野　

口　

美
恵
子

副
委
員
長

西

藤

典

子

委

員

有

働

徳

仁

委

員

新

谷

留

晴

委

員

委

員

添

田

政

勝

的

野

信

之

菜 の 花

　新型コロナウイルスの感染拡大が止まりません。感染しないためにも一般的な感染症対策や健
康管理を心がけてください。 具体的には、石けんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消
毒などを行い、できる限り混雑した場所を避けてください。
　さて、春の訪れを告げる花、菜の花。まぶしく黄色い菜の花があちこちで咲き始めると、春が
来たんだなと、うれしい気持ちになります。私たちにとって身近な菜の花の花言葉は「希望」や

「活発」、「元気いっぱい」などです。コロナウイルスを克服し早く元気で活発な日常を取り戻した
いものです。

新型コロナウイルス対策に関する議会の傍聴について
　新型コロナウイルス感染症対策として、本議会の傍聴については当
分の間、極力ご遠慮いただきますようご協力をお願いします。
　なお、傍聴にお越しの際には次のことにご留意ください。
１．発熱や咳等の症状があるなど体調がすぐれない方は傍聴をご遠慮
　　ください。
２．マスクを着用し咳エチケットにご配慮ください。
３．備え付けの手指消毒液で消毒したうえで傍聴してください。
４．本会議の傍聴席は通常 30 名を最大 10 名に制限させていただきます。
　傍聴をご希望の皆様にはご不便をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。
※なお、新型コロナウイルス感染症については日々状況が変化しており、それに伴い対応方針

（開会時間、日程等）が変更する場合がありますのでホームページ等で随時お知らせいたします。
問い合わせ　議会事務局　☎42局 2111番（内線331）

　
令
和
２
年
の
年
明
け
と
共
に
全

世
界
を
脅
か
す
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
を
過
小
評
価
せ
ず
に
自
己
管

理
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
早
い
も
の
で
議
員
と
し
て
２
年

目
を
迎
え
、
停
滞
し
て
い
た
く
ら

て
病
院
、
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は

計
画
が
進
み
前
進
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
鞍
手
町
全
体
で

は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
案
件
、
空
き

家
対
策
な
ど
を
含
め
数
多
く
の
諸

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
と
一
体
と

な
り
議
員
一
人
ひ
と
り
が
協
議
を

深
め
希
望
の
持
て
る
鞍
手
町
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
新
谷　
留
晴
）

表紙の紹介


